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2010年度図書館主催展覧会報告
昨年の本誌上で紹介したように2010年は早稲田大学初代図
書館長である市島春城生誕150年ということで、関連する各種
イベントが催された。3月の銅像設置、展覧会開催までは昨年の
誌上で報告しているので、ここではそれ以後の動きと、その他
の展示について述べることとする。
○生誕150年記念
会　期：2010年3月5日（金）〜 5月26日（水）
会　場：総合学術情報センター 2階展示室
○早稲田大学・市島春城銅像寄贈記念
会　期：2010年7月17日（土）〜 8月31日（火）
会　場：新発田市　まちの駅・市島邸
主　催：新発田市
協　力：早稲田大学図書館
○第12回図書館総合展
会　期：2010年11月24日（水）〜 11月26日（金）
会　場：パシフィコ横浜　展示ホールC
3月から5月にかけて開催した展覧会は、地味な人物であるが
ゆえに多くの来場者を期待するのは難しいかと思われたが、そ
の業績を知る研究者にとっては待望の展示でもあったこともあ
り、授業で活用してくださる先生方もあり、日々来場者に恵まれ
たが、そうした一人一人の滞留時間が長い点も特徴的であった。
これまで紹介する機会の少なかった資料を、当方で用意したキャ
プションとともに丁寧にご覧になり、感想をノ トーに残してくだ
さった方も多い。春城関係の資料は古典籍総合データベースで
も公開しており、今後の活用が期待される。
5月の閉幕後、すぐに7月に新潟県新発田市で開催される巡回
展の準備にはいった。新発田市では春城の本家筋にあたる市島家
の邸宅で県の文化財に指定されている市島邸を中心とした文化事
業の発展に力を入れており、さらに早稲田大学との交流も積極的
に進めている。そうした思いに応えるべく、大学として新発田市
に対し当館に設置したのと同じ「春城市島謙吉像」を寄贈するこ
ととなったのである。銅像は7月17日に除幕、式には田内常任理
事や加藤図書館長（いずれも当時）らも出席し、多くの方たちで賑
わった。またその間、前述の市島邸と新発田市内の「まちの駅」を
会場として「市島春城展」も開催した。展示は春に当館で開催し
た内容をほぼそのまま出陳し、それに地元に残る春城関係資料を
加え、より充実したものとなった。8月の末までの展示期間中、夏
休みということもあり、地元の方だけでなく、地元温泉への観光客、
さらには帰省した皆さんなどが多数来場したとのことである。
春城展の掉尾を飾ったのが「図書館総合展」でのパネル展示
である。毎年11月に開催される図書館総合展に当館が独自ブー
スを開設するようになって3年目の今年は、迷うことなく市島春
城展とした。これは生誕150年ということもあるが、図書館長と
しての春城の思いや業績を振り返ったとき、図書館の新たな情
報発信について考える場でもある総合展にふさわしいテーマだ
と考えたことが大きな要因である。会場の関係から資料の現物
は春城の小坐像などケース一つ分に限定し、他はすべて古典籍
DBから打ち出した画像を使用したパネル展示とした。約1,000
名の来場者があり、その多くが図書館関係者だったが、春城の
業績に驚きつつ、丁寧に解説を読んでいる姿が目立った。
3月の学内展から10ヶ月、春城に関連した展示はこれをもっ
て終了したが、いずれの会場でも、春城の人と業績に驚きの声
を揚げる来場者が多かったことが印象的であった。今回の銅像
設置、展覧会を期に、市島春城という人物に少しでも光が当た
るようになることを期待したい。
会　期：2010年10月15日（金）〜 12月15日（水）
会　場：総合学術情報センター 2階展示室
本展示は2003年に開催した「異形のものたち〜妖怪とお化け
の世界」をリニューアルしたもので、当時出陳した資料に、その
後収蔵した資料を加えて構成したものである。「図書館のHPが
文字化けしたのかと思った」といわれるような奇抜なタイトルが
眼をひき、さらに折からの「ゲゲゲの〜〜」ブームもあり、大変
に好評だった。通常1,000部作成するパンフレット（カラー印刷）
を途中増刷し、2,000部としたが、それでも終了時にはすべてな
くなるという近年にない盛況ぶりだった。
この後、3月に「源氏物語〜語り継がれる王朝絵巻〜」展を予
定していたが、大震災とそれにつづく計画停電等の影響で学事
暦の変更を余儀なくされたこともあり、中止（延期）せざるを得
なくなったことは残念であった。
大学図書館の役割、それは資料を通じて研究、教育にいかに
貢献してゆくかということに尽きよう。そのなかでも早稲田大学
図書館にしかない資料を広く知っていただく機会として展覧会
はこれからも重要な役割がある。と同時にそれにかかわる図書
館員にとっては資料の調査、解説の作成といった業務を通じて
多くの事を学ぶ場でもある。今後もそうした重要な役割を果して
ゆかなくてはならないだろう。
幽霊妖怪魑魅魍魎跳梁跋扈！
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